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＜１学期中間考査が行われました＞ 

 ５月２１日（火）～２３日（木）の日程で１学期中間考査が行われ

ました。１年生にとっては福島成蹊高校に入学して初めての定期考査

であり、不安と緊張の中でテストを受けたのではないかと思います。

今回、しっかりと準備をして受けられた人も、思うようにできなかっ

た人も、次回の１学期期末考査では努力が結果につながるように頑張

ってほしいと思います。 

 

１学期中間考査を終えて 
１年５組 霜山 怜花（梁川中出身） 

 

 入学して初めての定期考査を受けるにあたって、中学生の頃とは全然

違うということを実感しました。高校の定期考査は中学校の頃よりも教

科数が増えており、どの教科から勉強すれば良いか悩みましたが、まず

は苦手な教科を重点的に勉強するようにしました。私は家で集中して勉

強が出来ないので、放課後に学校に残って勉強するようにしました。 

 定期考査を受けた結果、頑張って良く出来た教科もあれば、うまく結

果が出なかった教科もありました。結果が出なかった教科に関しては勉

強の仕方を変え、もっと質の良い学習を出来るようにしていきたいと思

います。 

 また、私は朝の自習時間など隙間時間を上手に利用することが出来な

かったので、次の定期考査では隙間時間をうまく活用し、少しでも良い

結果を残せるように、日々の勉強に集中して頑張っていきたいと思いま

す。 

 

＜平成３１年度教育実習が始まりました＞ 
 ５月２７日（月）より教育実習が始まりました。今年度、母校であ

る福島成蹊高校で実習を行う８名の実習生を紹介します。 

〇佐藤 啓太  保健体育科 

 （日本大学文理学部体育科） 

 母校での教育実習ということでとても楽しみにしてきました。日々

課題を見つけ自分の成長に役立てたいと思います。また、後輩となる

生徒ともコミュニケーションを積極的にとり、充実した３週間の実習

にしたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

 

〇中川 陽祐  英語科 

 （東京福祉大学教育学部教育科） 

 ４週間、常に学ぶ姿勢で臨み、生徒との関わり方や実践的な教員の在り

方について学んでいきたいと思います。緊張や不安はありますが、先生方

のご指導のもと、精一杯頑張っていきます。 

 

 

 

１学期中間考査を終えて 
１年１１組 菅野 圭太（桃陵中出身） 

 

 「１０日間もある！」と楽しみにしていたゴールデンウィークも

あっという間に終わってしまい、久しぶりに学校に行くと中間考

査の２週間前にもうなっていました。テストに向けて準備をしな

ければいけなかったのに連休中の気分が抜けず、また、今回のテス

ト範囲が短いからと考えてしまい怠けてしまいました。そして、そ

のまま１週間前になり分からない事ばかりで焦ったまま、いよい

よテスト当日を迎えることになってしまいました。テストでは得

意であった数学さえ苦手意識を感じて、このままではいけないと

思い、そこから家でできる限り勉強しました。しかし、やはり時間

が全く足りず付け焼刃にさえなりませんでした。オリエンテーショ

ン合宿で先生方に「一夜漬けだけでは駄目だ」と言われましたが、本

当にその通りだと改めて分かりました。 

 期末考査では、今回の反省を生かして事前にしっかりと準備をして、

点数が取れない心配をするのではなく、９０点以上目指すという目標

に向かって頑張りたいと思います。 

 

＜行事日程＞ 
５月２９日(水)～３０日(木)歯科検診 

６月 １日(土)～ ２日(日)東北絆祭 学校閉鎖 

   ２日(日)      第 1回英検一次試験 

  １２日(水)      避難訓練 

  １６日(日)      創立記念日 

  １８日(火)      スポーツテスト 

  ２３日(日)      同窓会総会 

  ３０日(日)      第１回英検二次試験 

７月 １日(月)～ ４日(木)１学期期末考査 

  １７日(水)～１８日(木)球技大会 

  １９日(金)      １学期終業式 

 

〇石田 創太郎 国語科 

 （玉川大学リベラルアーツ学部リベラルアーツ学科） 

 まだまだ未熟ですが、自分が今まで得てきた技術と情熱を

最大限発揮していきたいと思います。三週間という短い間で

すがどうかよろしくお願いします。 

 

〇土田 翔   芸術科（美術） 

 （東北芸術工科大学芸術学部美術科） 

 教育実習では、生徒の皆さんとのコミュニケーションを大

切にし、しっかりと取り組んで参りたいと思います。美術の

授業では、つくることの楽しさとイメージすることの重要性

を伝えていきたいと考えています。３週間という短い期間で

すが、全力で頑張って参りますのでよろしくお願い致しま

す。 

 

〇齋藤 輝   理科（化学） 

 （新潟大学理学部化学科） 

 短い時間ですが、たくさんのことを学び吸収して大学に戻

りたいと思います。また、教育実習の機会をいただいた学校

や生徒の皆さんへの感謝の気持ちを忘れずに、日々取り組ん

でいきたいと思います。 

 

〇宇都宮 夏海 英語科 

 （東北学院大学文学部英文学科） 

 福島成蹊高校では、私が夢を見つけて今に至った原点であ

り、大学生活の集大成がこの実習なので頑張りたいと思うの

とともに、生徒皆さんの学校生活の中で夢に向けた何かのき

っかけになりたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

〇松浦 朱里  理科（化学） 

 （大妻女子大学社会情報学部社会情報学科） 

 不安もありますがしっかりと準備を行い、実りのある充実

した教育実習にしたいと思います。本日から３週間、よろし

くお願い致します。 

 

〇根本 麗香  英語科 

 （文教大学国際学部国際理解学科） 

 貴重な３週間を共に過ごさせて頂きます。何事も積極的に

取り組んでいきたいと思います。短い間ですが、よろしくお

願いします。   


